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【要旨】
女性問題講座は、女性の意識変容を促し、キャリア形成を支援する役割を担っ

ている。講座修了後の学習者に、さらなる意識変容を促進させるには、どのよう
な方法が有効なのであろうか。本稿では講座終了後、数年経た学習者を対象に、
ライフストーリーを用いた調査方法を総合的に適用することにより、この方法論
が意識変容を促進させる有効性を検証した。具体的には、始めに個人インタビュ
ーをし、その後に学習者にライフストーリーを書いてもらうことで、さらに詳し
く情報を集め、最後にグループインタビューを行うという３種類の手法である。
その際、意識変容の分析の視点を「気づき」にあてた。調査の結果、３種類の調
査を前記の順序で行うことが、学習者に「気づき」を生じさせ、意識変容を促進
させるのに有効であることを確認した。

1．研究の枠組み
(１)研究の背景
女性の意識変容を促すための女性問題講座が各地で開かれている。筆者は、講座修了後
もさらなる意識変容が学習者に必要であると考える。最近では、意識変容に関する、学習
支援者の力量形成に焦点をあてた研究、講座内容を対象とした研究などが多くみられる。
しかし、学習者に焦点をあて、講座修了後数年を経た、学習者の意識変容を促進させるた
めの方法論に関しては、十分な研究が行われていないといえる。
（２）「気づき」について
クラントンは「意識変容の学習は自分をふり返る学習でもあり、私たちの前提や価値観

を問い直す学習である｡」」）と述べ意識変容の学習の必要性を指摘している。そして、メジ
ローが指摘するように、変容理論における批半|｣的ふり返りを効果的に行うために、気づき
は重要なのである２)。ペトリューシカ・クラークソンが「"気づきは道具”なのです。気
づいていればいるほど、より多くを選び出すことができ、より多くの選択が可能になりま
す｡」３）と述べるように、気づくことは次の行動の選択のための指針となるのである。つま
り、ふり返りの中で生じる気づきが、意識変容にのみならず行動変容にも影響を与えると
いえる。そこで、本研究では、気づきに着眼して、学習者に意識変容を促進させる方法論
を検討することとする。
では､気づきとは何か。ジョン・ステイーブンスは気づきを次の３点から定義している。

①見、聞き、嗅ぎなどの外部世界への気づき。②感覚的接触、皮層内に感じるなどの内部
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世界への気づき。この両者は体感的な気づきである。③現実に起っている、経験への気づ
きを超えた、すべての精神活動をふくむ、空想活動への気づき４)。このステイーブンスの
定義を受けて、本研究では、学習者の感覚や体感、経験によって生じる、新たな発見や再
確認を、気づきと定義する5)。
（３）ライフストーリーを総合的に用いる意義
インタビューや記述によって、人生や人生のある部分を詳細に表現したものを、ライフ

ストーリーと呼ぶ。ダニエル・ベルトーが述べるように、ライフストーリーは生育環境か
ら現在まで、社会的背景を踏まえて、人生を語ったものである６)。桜井厚は、ライフスト
ーリーについて、「個人が歩んできた自分の人生についての物語である。もちろん、人は自
分の人生を最初から最後まで、完全に語ることはできないから、自分の人生で意味がある
と思っていることについて、選択的に語るわけである｡」７)と述べている。女性に限らず成
人学習者は、本人の生育環境、学習歴、友人関係、仕事、結婚生活、夫婦関係、家族の価
値観､社会的な出来事との関係など､過去のあらゆる生活経験や学習経験を背負っている。
これらの経験のうち、学習者が自分の人生で意味があると思っていることを語ることが、
気づきを触発する要因になると考えられることから、女性問題学習者の気づきを促すため
に、ライフストーリーは有用だといえる。
これまでのライフストーリー研究では、小林論文8)、難波論文9)、西倉論文10)などがあ

るが、調査者がインタビューし、記述するなど単一方法で行うのがほとんどである。しか
し、気づきを促し確認するには、自己を何度も重層的に、多様な場面からふり返る事が必
要である。そのためには、調査者による個人インタビューや記述のみならず、学習者自身
が書くことによって自分を見つめなおすことや、グループインタビューなどにより、他者
の行動を見、考えを聴くことによってふり返ることも重要であると考える。それゆえ、単
一方法で行うのではなく、多様な調査方法を総合的に組み合わせることが必要ではないだ
ろうか。
（４）本研究の目的
以上を踏まえて本研究では、女性問題講座を修了して数年間経過した学習者を対象に、
「個人インタビュー→記述〔学習者がライフストーリーを書く〕→グループイン
タビュー」の順序で調査’１)を行い、講座以後における生活、学習や活動をふり返っても
らい、気づきを促すことを試みる。そして、その結果を気づきに視点をあてて分析し、ラ
イフストーリーを総合的に用いた方法論が、学習者の意識変容を促進させるために有効で
あるかどうかを検証する’2)。

2.研究の方法
（１）ライフストーリーの方法と順序
本研究では、①まず個人インタビューで、自分の言葉で、自分自身をふり返ることによ
って自己を確認する。②その後、そのインタビューのトランスクリプトを読み言葉や考え
を確認しながら、さらに書くことによって整理する。③この二段階を経て自己を確認した
後で、グループインタビューで他者の考えを確認すると同時に、他者の中での自己を確認
する作業を行うことが、学習者に気づきを促すために有効であると仮定し、上記の「個人
インタビュー→記述〔学習者がライフストーリーを書く〕→グループインタビュ
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-」の順序で調査を行いその有効性を検討する。上記の３種類の調査方法の具体的内容は
以下のとおりである。
1）個人インタビュー
各学習者に２回のインタビューを行った。１回目は、生育環境からインタビュー時まで
を、生育家族関係・学習経歴・職歴・結婚生活・夫婦関係などを、時系列でふり返り、２
回目は、講座修了後からの学習活動について語ってもらった。２回とも学習者に自由に語
ってもらうという、非構造化インタビューの方式をとった。アンドレア・フォンタナとジ
ェームス。Ｈ・プレイは、非構造化インタビューについて「問いの範囲を限定しかねないよ
うな、どのような事前のカテゴリー化も押し付けず、社会のメンバーの、複雑な行動を理
解する試み｡」１３）と述べている。さらに両者は、フェミニストの視点からも、「伝統的に男
性的な解釈に依拠してきた文化における女性の歴史を理解し、明るみにだすもの｡」１４)と
述べていることから、非構造化インタビューは、女性の学習者に適切である。
2）記述〔学習者がライフストーリーを書く〕
個人インタビューの後、そのトランスクリプトを学習者が読み、それを基にして、さら
に自分自身をふり返ってもらうために、ライフストーリーを書いてもらった。このねらい
は、書くことによりさらに自分自身の理解を深めるのではないか、そこに、新しい気づき
が起こるのではないかということである。書くという作業は、個々人により相違がでるの
で、学習者が書きやすいように枚数や形式は指定せず、自由に書いてもらった。
3）グループインタビュー
個人インタビューから約半年後に、グループインタビューを実施した。ブルックスは、
女性たちの「語り」の中で意識変容がもたらされる、という概念を提示している］5)。梅澤
は、「集団成員間の相互作用によって、個人面接ではとても期待できない、新しい考えやア
イディアを、期待することができる｡」’6）と述べている。このように、グループインタビ
ューを行うことで、他者の考えや意見を聞くことができ、当時の自分自身をふり返り確認
し、さらに新たな気づきを起すことが可能となる。各回３人ずつ、３０代、４０代、５０代の３
グループに分けて行った。年代別に行ったのは次の理由による。女性問題学習において学
習者が人生を語るときは、心の深層を表現する必要がある場合が多く、そのため、育った
時代や社会環境の類似する同世代のメンバーでグループを構成することにより、価値観を
相互に認めやすいコミュニケーション環境を作り出すことが重要である。それによって、
学習者が話しやすくなり、さらに相手を理解しやすくなると考えたためである。

個人インタビューを行うにあたって筆者は、学習者に対し１回目は、①ジェンダーの視
点をふまえて生育環境から現在までを自由に語る、２回目は②主に講座以降の活動に中心
を当てて語る、ということだけを説明し、学習者に自由に語ってもらった後、ライフスト
ーリーを書いてもらった。そして、自分自身を個人インタビューとライフストーリーでふ
り返った後、グループインタビューによって、他者との会話の中で自分をふり返る作業を
行ってもらった。なお本調査は、個人インタビューのトランスクリプトを参考にしてライ
フストーリーを書いてもらったため、その内容が重複することがあった。そのため両者を
総合的にとらえることとした。
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（２）気づきの抽出
本研究ではライフストーリーの語り（前記の非構造化インタビューによる）及び記述の
中から、学習者の気づきを抽出することを試みた。言葉で抽出する意味は、気づきを言葉
に具体化することで､学習者の変容過程を外部から、より具体的に把握できるからである。
ところで、「気づき」は本人に自覚がある場合と無い場合とがある。自覚がある場合は、学
習者自身が「気づいた」と言葉で表現したものを抽出した。自覚が無い場合（学習者が「気
づいた」と言葉で表現しない場合）は、学習者の語りの流れの中から、先に述べた本研究
における気づきの定義、すなわち「学習者の感覚や体験によって生じる、新たな発見や再
確認すること」に該当すると筆者が判断できたものを抽出した。

３．「気づき」からみた調査結果の分析
９人を講座及び調査での気づきの有無、調査後の行動変容の有無によって分類すると、

表ｌのようになる。

表１学習者の変容過程の３タイプ

＊気づきの項目の○印は自己肯定的、●印は自己否定的

さらに、９人の調査結果を表１の３タイプに分類し、調査結果を要約して記述すると、
以下のとおりである。各事例の中で学習者の語りや記述は、講座（）、個人インタビュー
「」、ライフストーリーの記述部分『」、グループインタビュー【】で示した。学習
者の気づきが現れた文章に下線を引いた。ゴシックの書体は、本研究における３種類の調
査方法に対する学習者の感想や気づきである。斜字はこの方法が学習者に与えた影響と筆
者の考察を記載したものである。なお、本研究は主に今回実施した諸調査における気づき
に焦点をあてているものの、数年前に参加した講座での気づきについても、調査時点での
気づきと密接に関連するために書き加えた。

(1)タイプ1:Aさん、Ｂさん、Ｈさんの事例
[ぎ呵
Ａさんは、短大の授業でジェンダーという言葉に出会った。結婚と同時に夫の転勤でア
メリカに赴任した。『帰国後、ファーストネームで呼び合うアメリカ社会と違い○○さんの
奥さんと呼ばれる日本社会からの疎外感を抱いた｡」と書いている。講座受講後は（自分が
何をしたいのか､自分がどう生きたいのか自分で考え､その選択に自信を持つことが大切。
今まで現状に不満を持つだけで他人のせいにしてきた｡）と書いている。その後６年間行動
変容には至っていない。１回目のインタビュー時、「経済的自立はすごく難しい、大変なこ
となんだな-」 と経済的自立の難しさを語っている。しかし２回目のインタビューでは｢や

-

- 1 3 2 -

タイプ 講座での気づき 個人インタビュー。
記述による気づき

グループインタビューによ

る気づき
調査後の

行動変容
学習者

１ ○ ○ ○ ○ A､Ｂ・Ｈ

２ ○ ○ ○ × C､，.Ｅ､Ｇ・Ｉ

３ ○ ● ● × Ｆ



っばり、経済的自立というのが私の最終的な目標だったんだな-と思い起こしました｡」と
再度経済的自立の必要性を語り、意識変容が起こっている。
その後、Ａさんは『このインタビューのお話があり、自分を見つめ直し、

挑戦していこうというきっかけをいただきました。個人インタビューの後、
やりたことに
記述すること

によって客観的に自分を見つめなおすことができた｡』と述べ、グループインタビューでは
【インタビュー、ライフストーリーの書き出しだけでは思い出せなかったことなど、改め
て知る良いきっかけになりました｡過去に共有した情報を仲間と掘り下げることによって、
前向きな気持ちになります｡】と述べている。そして【英語の翻訳講座を受講し始めたんで
す。今度は二期目を受講します｡】と翻訳家になるために一歩行動に踏み出した。
話すことより害ぐことが痛言な』さんのようなタイプ初人にとって、イン夕どユーをも
とに薑くと↓)クノ復業は、自分を見つめなおし考えを誉蕊する良い機会となることや、クル
ープγン夕どユーで他の受靜青と話すことで、Ａさんに新たな気づきを泥す可能性をもも
たらすことが野らかになった。
順̅言珂
父親が暴言と暴力を行うDV家庭で育ち、大学に行き教師になる夢を抱いていたが、父親
に反対され進学をあきらめる。２５歳の時に最初の結婚をするが約７年で終止符を打つ。３３
歳で再婚した後３５歳で出産し、この頃から夫が女性遊びを始める。そんな時に講座に出会
い（主人に何もいえない自分がいけない、自分の立場を論理的に整理しなくては、自分が
変わらなくてはと思いました｡）と語る。（女性であるがために抱えていた不満や悩みが、
自分のせいではなく社会の問題だってことに気づかせてもらった｡）と語る。
その後、夫の仕事でシンガポールに赴任する。夫の女性遊びはシンガポールでも続く。
｢離婚も考えたんですけれど、子どもを一人で育てていけないなと思って。夫婦という枠
を超えて関係を作っていければいいと思うようになりました｡」と夫との新しい関係づくり

夫の遊びは病気だと思うんでを試みる。「夫は家庭を壊したいとも思っていないようだし、
す。であれば私もちょっと大人になって。前々から心理学的なことに興味があったので、
自分と同じような立場で悩んでいる女性を励ます立場になりたいと思ったんです｡」と夫婦
問題を自分の将来の活動に生かしたいと気づく。
家庭の事情で大学進学をあきらめたが、グループインタビューの時は、教育学と心理学
を学ぶ放送大学の学生になっている。【今やっと勉強し始めたんです。やっぱり私は勉強し

彼女は長年抱いていた､勉強したいという夢をかなえたのである。
Iﾉ(グンタどユーのぼクが、夫との爵孫を具錘的に話しやすかった
と害ﾝうれていない々だ”j､ｒイン夕どユーによって、また文章にす

たかつたんだなって｡】と
βさんにとってば、週ﾉ(グンタどユーのぼクが、夫との爵孫を具”的に話しやすかった
よう底記述ではほとんど害かれていない。だｚｊ､〃ン夕どユーによって、また文章仁す
ることで、よグ具徽的に行動差超す段熔にまで進めた｡ノと述べていて、燭ﾉ(イン夕どユー
を受ﾉﾅ、ライフストーグーを記述したことは、βさん/ご放送大学進学の気拝ちを固め、行
動に移すといぅ効果をもたらしている。
F三刃
子どもの成長を見て、自分も勉強したいと講座に参加した。（子どものせいにしたことが
多くあったが、子どもがいるからは理由にならない。経済力は自由を得ることを念頭にお
いて、言い訳をせずにいつでも働ける準備をしておきたい｡）と語っている。修了後、パー
卜で働くが、日本でも数症例しかないという、九死に一生を得る原因不明の大病を患い、
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幸運にも奇跡的に回復する。『人との和の中で人は育ち広がる｡」と書いており、死に直面
して人間関係の大切さを再確認している。入院中は闘病記を書いたが、１度目のインタビ
ュー時点では、まだそれを読み返えす勇気を持てないでいた。２度目のインタビューの時
にＨさんは筆者に日記を見せ、退院後初めて２年ぶりに日記を読む機会を自主的に作る。
グループインタビューでは【人の意見を聞き、考えさせられることもあり（講座で学んだ
ことなど）数年後にふり返ることができよい体験をさせていただきました。（これから）前
向きに何かをします｡】と語る。
２度目のインタど､１-でEさんか適した行動（退院罵凌初めて日記を読ZJ動ごとノは自己解

孜につながるものであるク。それがグループインタどユーでの気づきにつながると考えら
れる。その髪／食生活アト､ﾝ、イザーと／の勉強を始めている。

（２）タイプ２:Cさん、Ｄさん、Ｅさん、Ｇさん、Ｉさんの事例
E言呵
地域の福祉ボランティアリーダーを務める活動的なｃさんは、男尊女卑の古い考えを持

つ夫の暴言や暴力に悩んでいたこともあり、講座受講に意義があったという。講座受講中
に父親の死に直面している｡父親は地域活動の実践者だった｡講座で自分自身をふり返り、
地域で活動するのは父親の影響だということに気づく。そして（私という人間はこの世に
一人しかいないということに気づいたんです｡）と述べる。
講座後、夫が退職金を得てから、ｃさんは自己主張をしはじめるが、夫の「離婚だ」と

いう脅かしに怯んでしまう。「私が脅かしにのってしまったこと自体､何と私は自立してい
なかったと今にして思いますQ」という。だが徐々に感情的にならずに、自分の立場を説明
できるようになったという。「私が溜め込んでいた怒りは自分にも責任があったc」と気づ
きを見せる。グループインタビューに参加し【講座での知らなかった情報を聞き、きっと
知っていたら講座後の行動も違っていたと思う。 を及ぼしていたことがわかお互いに影署
りました｡】と語る。
ｃさんは他舂と話し合クことにより、勉舂との衡孫を理解している。

文章X二起すことば大切だ／と記述髪に語っている。
/思い差言葉たして

5言羽
大学で女性学を学んだＤさんは、留学や結婚後の海外駐在経験もあり、フルタイムの仕

事に充実感も感じていたが、出産後に子どもが死亡するという悲しい出来事の後、専業主
婦となる。受講動機は地域での仲間作りである。講座では（主婦という世間的に従属的な
身分になったとしても、自分を諦めなくて良いという考え方が確認できた｡）と語り、キャ
リアウーマン志向から専業主婦に転じたが、専業主婦の生き方を肯定する考えを確認して
いる。そして個人インタビューでは「イデオロギーに振り回されずに自然体で生きて行き
左坦呈」と述べている。
地域での倣廊づぐクガj動機だった〃さんは／グンタど１-１つ記述によって、同じ意識の

人たちと会えたこと力f大きな学晉Zだったことぎ再’震認できたノと述べて"'ろ。／薑ぐ事孤ご
よって癒されたノ どの感想を述べており、学習青にとってこの方法は、再"篭認といク気づ

また癒しの場でもあることがわかった。きの場でもあり、
値̅＝刃
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講座では（豆イフワークに合わせ、男女問でバランスよくペイドワーク、アンペイドワ
-クを分担するのが良ll_i)と気づき、修了後、英会話講師の仕事と子育て支援ボランテイ
アを始める。仕事で貯金したお金でＥさんはドイツ旅行をする。「自分で誰にも気兼ねする
ことなく、使えるまとまったお金は大事かなと思います」と経済的自立の必要性を再確認

グループインタビューを行うことで､自分たちの中に共有できるものを確認し合い、する。
より親密に感じた】 と述べており、他の学習者たちへの理解をさらに深めている。
Ｅさんは、／ご-ダンタどユーｆ礎いてもらうという行為ノで自分自身を（筆音にノ等身大で
受【ﾌ入れてもらい、イン夕どユーと記述すること/ごよグ癒された。イン夕どユー、記述、
グループグンタどユーの流ｿz力琲常Xご大箏だと患った｡ｊとの感憩を寄せている。つまり、
燭ﾉ(グンタど､ユーで等身大の自分を受け入れてもらクことば、調査音量にがして安心感を抱
き、その髪の記述やグループγン夕どユーで、学習青か､心の凝唇を出しやすい/f泥を炉る
と孝之られろ。
F言珂
夫の転勤で引っ越してきた地域で、何か活動したいと講座に参加した。講座を受講して
（力のなさはわかったが、自分で何かしなくては）と気づき、その後民生委員や子育て支
援のボランティアを始める。｢子育て支援を立ち上げたメンバーで残っているのが私一人に
なりました。やはり続けていくことが私のやり方なんだと再確認しました。」と語る。そし
てグループインタビューでは、【自然にでき得ること、それが大事だと納得できました｡】
と述べている。
Ｇさんは、燭ﾉ(イン夕どユー吟よりもクループγン夕どユー畔のばつか､、潰極酌に話を
Ｌ筆舂や他青にＧさんの,Ｌ､を開ぐ様子か鑑みられた。ｆみなさんも私と同じように、自分
自身をなんとかしたい、自分かt生かされたいと,患っていたのだと感じました｡ノと感想を語
っている。クツルーフ9ゲンタどユーは他舂を理樺して認めるとし}ク気づきを泥すのに有劾だ
といえる。そしてこれらの方法をとることは他舂との瀕密性を高め、，‘､の凝唇を話しやす
い折況を依る効果か､あるといえよう。
『̅=刀
講座受講以前からカウンセリングの学習をしていたが、講座で赤ちやんを連れて受講し
ている人を見て､(働く母親だけでなく育児専業の母親の預かり場所があっていい)と考え、
修了後、子育て支援ボランティアをする。インタビューでは「私の行動はカウンセリング
の考えが基本で、縦軸にカウンセリング学習があり、横軸に市民活動があることを認識し
ました」と述べる。
Ｉさんは､／出会った時点では、ついてい/ﾅない考え方、ついてL1/ﾅなLl感覚もあり/まし

たカミグループケンタどL1-では、摺手ぎすんなダ受/ﾌ入れられる気挿ち仁なグましたノ
と、他の学習音を認めている。グループγン夕ど､１-は他者とより溺密に会話する場でも
あり、他舂を理樺し認めるといぅ気づきの場になるため、他者理解に影響を与える方法で
あるといえる。

( 3 )タイプ3 : Fさんの事例
『̅=刀
講座では（夫婦が共に自立することの大切さを学び、夫に少しずつ自分の考えを言える
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ようになった｡）という。だが今回の調査で自分をふり返った時『講座で何かが変わったは
ずなのに、また講座を受ける前のような気持ちになってジタバタともがいている自分をみ
ると、変わったような錯覚を起しただけではないかという思いになっています｡』と書いて
いる。
Ｆさんの気づきは、変わっていないと言ク自己否走酌な気づきであり、気づきには自己
苣症的、自己否走的の二種類zｸ確認されたｆ表Ｉ参照ﾉ。グループγン夕どユーの農の感想
では／昔に会って、自分は何も変わっていないと恩４１ました皇ノと述べて̅おり、インタとﾞ
１-では現れなかったが、記述で感じ始め、グループ9ケンタどユーで他者の行動や考えを
知ることによって、それが、再磁認し強化されて〃)ろ。Ｆさんの場合は、望一方法では弱
れない自己否法的な気づきが、この３種類の方法を行クごとで現れている。

気づきは簡単に促せるものではないものの、以上９人の事例からは、一つの調査では確
認できない気づきであっても、他の方法を行うことにより確認できることが明らかになっ
た。表２は、上記の事例から各段階における気づきを抽出・整理したものである。記述は
学習者が個人インタビューのトランスクリプトを基に書いたため、個人インタビューの内
容と重複する箇所が多い。そのため、個人インタビューと記述をまとめ、特に記述のみで
生じた気づきをゴシックの書体で表した。

表２ 調査で確認された学習者の気づき
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学習
者 講座での気づき

個人インタビューと記述〔太
字〕の気づき

グループインタビューでの気づ
き

Ａ 同じように悩んでいる人がいる。
専業主婦は潜在能力が高い｡他人
のせいにしていた０

経済的自立はすごく難しいが
最終目標。やりたいことに挑
戦する。

講座で学んだことを継続するた
めに、同じ気持ちで学習した仲
間と話すのが効果的。

Ｂ 自分の立場を論理的に整理する。
自分を変える､女性が抱える悩み
は社会の問題

同じような立場で悩んでいる
女性を励ます立場になりた
い。命と人権を守ることに力
を注ぐ。

やっぱり私は勉強したかったん
だ○

Ｃ 私という人間はこの世に一人し
かいない｡父親は地域活動の実践
者だった。

自立していなかった。溜め込
んでいた怒りは自分にも責任
がある。

知らなかった情報があり知って
いれば行動も違っていた。お互
いに影響を強く及ぼしている。

， 地域で何かしたい。経済的自立、
自活できるラインが課題。

イデオロギーに振り回されず
自然体で生きていきたい。

同じ意識、活動の人達と会えた
ことが学習だったと確認。

Ｅ ライフワークに合わせ男女間で
バランスよくペイドワークとア
ンペイドワークを分担。

誰にも気兼ねせずに使えるま
とまったお金は大事

今だから聞ける、話せるという
時間の経過の大きさ。
自分たちの中に共有できるもの
を再確認。

Ｆ 夫婦が共に自立することが大切。
夫に自分の考えをいう。

変わったような錯覚を起した
だけなのではないか。

同じようなことを繰り返し、自
分は何も変わっていない。

Ｇ 力の無さは分かったが、自分で何
かしなくては。

続けていくことが私のやり方
なんだ

地道な努力が必要。自然に出来
ることが大事。

Ｈ 子どもがいるからは理由になら
ない、言い訳をしない。いつでも
働ける準備をする。

人との輪の中で人は育ち広が
る０

少し外へ外へと目を向ける。

Ｉ 働く母親だけでなく育児専業の
母親の預かり場所があってよい。

縦軸にカウンセリング学習が
あり、横軸に市民活動がある
と認識した。

他の学習者を受けいれる気持ち
になった。



４．考察
３種類の調査方法を、「個人インタビュー→記述〔学習者がライフストーリーを書く〕

→グループインタビュー」の順序で行うことによって学習者全員に気づきが確認でき、
以下の３つの知見が得られた。
第１に、３種類のそれぞれの方法において気づきが確認された≦学習者によっては個人

インタビューと記述の得手、不得手があるため、それら使い分けることで、多くの気づき
の発生を促すことができるものと考える。グループインタビューでは、他者の考えを聞く
ことで、相手を理解し認めるという、新たな気づきが生まれることも浮き彫りにされた。
他者を認められるようになるということは､意識変容においては重要な気づきといえよう。
また、これらの方法は気づきを促すだけでなく、ＨさんやＤさん、Ｅさんのように、自己解
放や癒しの効果もあることも明らかになった。なお、３種類の方法を用いることは学習者
に負担を強いるにもかかわらず、各事例の後に記述したように皆、この方法を大変好意的
にとらえてくれた。
第２に､本研究で行った順序は､学習者に気づき促すため有用であることが確認された。

Ｅさん、Ｇさん、Ｈさんの事例から、個人インタビューを最初に行うことは、筆者との人間
関係を構築する役割を果たしており、一度筆者に受け入れてもらえた安心感から、その後
の記述においても、自分自身をありのまま表現できるということが確認できた。Ａさんや
Ｆさんの事例から、個人インタビュー後に記述することは、自分自身をさらにふり返り、
客観的に見つめなおすことも認識できた。最後に、自分自身を記述で十分ふり返った後、
グループインタビューを行うことは、他者と自分とを相対化し、他者理解を容易にするた
めに有用であることがわかった。
第３に、多様な方法を行うことによって、変容過程が明確になることがわかった｡ーこの

方法論で気づきを促した結果、３タイプの変容過程が確認された（表ｌ参照)。とくに行動
変容にまで発展したタイプｌは貴重な成果である。さらに、気づきには自己肯定タイプと
自己否定タイプがあることが明らかになった。
以上の３つの結果から、ライフストーリーを総合的に用いることは、女性の学習者に意

識変容の基盤となる気づきを促す可能性が高く、中でもこの順序はその可能性を高めてい
ると考えられる。そして学習者の中では、意識変容のみならず行動変容にまで発展してい
る学習者もおり、この方法が意識変容・行動変容を促進させるために有効であることが明
確になった。
最後に、今後の研究課題として、３種類のうちどれかを欠如させる、あるいは調査の順

序を変えるなど、他の代替的な方法論との比較分析を行うことによって、今回の研究方法
の効果をさらに確認していくことが必要である。そして自己否定的な気づきが生じた学習
者に対する対応策の検討も課題である。
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